
 『肘関節理学療法マネジメント 』正誤表

 ここに深くお詫びいたし，訂正申し上げます。 (2020年4月2日 メジカルビュー社編集部)

ページ 該当箇所 誤 正

p.6 下から5行目 近年，円回内筋，浅指屈筋（FDS），尺側手
根屈筋（FCU），上腕筋の共同筋膜

円回内筋，浅指屈筋（FDS），尺側手根屈筋
（FCU），橈側手根屈筋（FCR）の共同筋膜

p.7 図3

p.7 新しく図3を追加

p.57 下から2行目
近年，AOLを円回内筋，FDS，FCU，上腕筋
の共同筋膜を裏打ちする組織としてとらえる
ことが提唱され2）

近年，回内屈筋群の共通腱膜やFDS・FCUの
深層腱膜，上腕筋筋内腱からなる複合体が肘
内側の安定化を担っていることが提唱され2）

p.58 上から1行目 （本項では他項との整合性が得られるよう，
AOLと表現する）

（本項では他項との整合性が得られるよう，
その一部をAOLと表現する）

p.58 上から4行目 …AOL後方に連続する2, 3）。 …AOL後方に連続する3）。
p.58 上から6行目 …船の帆のようにAOLを緊張させることで， …船の帆のように緊張することで，

『肘関節理学療法マネジメント』第1版第1刷（2020年2月10日）に誤りがありました。
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がそれぞれはまり込む。滑車後方には肘頭窩があり，肘関節伸展時，尺骨肘頭
がはまり込む。

●尺骨
尺骨近位端の前方に鈎状突起，後方に肘頭があり，その間に滑車切痕がある。
また，尺骨近位端外側には橈骨切痕がある。尺骨近位端は尺骨長軸に対し，矢
状面上で4.3～8.0°前方，前額面上で7.6～17.7°内側，水平面上で11.1～22.5°
外側を向く4-8）。肘頭先端と鈎状突起先端を結ぶ直線は尺骨長軸に対して上方
を向き1），その角度は女性より男性で大きい9）。

●橈骨
　橈骨近位端は橈骨頭と橈骨頚からなる。橈骨頭は円柱状で凹面の関節面を有
し，内側面に関節環状面がある。橈骨頭は円形のものから楕円形のものまで形
態にバリエーションがある10, 11）。橈骨頚は橈骨骨幹部に対して，外側に163～
168°傾斜している1, 10, 12, 13）。

●関節軟骨
肘関節の関節軟骨は非常に薄い。上腕骨滑車は平均1.35mm，橈骨頭は平均

1.20mm，尺骨滑車切痕肘頭側は平均1.23mm，尺骨滑車痕鈎状突起側は平均
0.99mmの厚みをもつ14）。また，滑車溝前方は0.90～1.32mm，後方は0.78mm
であり，前方の関節軟骨が後方より厚い 15, 16）。上腕骨小頭の外側前方は
1.49mm，外側中間は1.54mm，外側後方は1.06mm，内側前方は1.63mm，内
側中間は1.47mm，内側後方は0.87mmであり，小頭前方から中間の関節軟骨
は後方より厚い15）。橈骨頭・小頭の軟骨剛性を測定した報告によると，橈骨頭
中央と上腕骨小頭内側には差がなく，小頭外側の剛性が低い17）。

h肘関節の靱帯
肘関節の内側には肘内側側副靱帯（UCL），外側には肘外側側副靱帯（LCL）複
合体が存在し，肘関節の静的安定化機構として機能する。

●UCL
　UCLは前斜走線維（AOL），後斜走線維（POL），横走線維からなる18）（図2）。
UCLの解剖学的特徴を表1に示す。
AOLは内側上顆の前下方から起始し，尺骨鈎状結節から遠位に停止する20, 21）。
これまでAOLは尺骨鈎状結節に単独かつ直接付着すると考えられてきたが，
実際には幅広く，先細りしながら広い断面積で付着するとされる22）。加えて，
近年，円回内筋，浅指屈筋（FDS），尺側手根屈筋（FCU），上腕筋の共同筋膜
がAOLを裏打ちする組織としてとらえられると提唱され（図3）24），より動的
な安定化機構の一役を担う組織として注目されている。POLはAOL付着部の
後方から起始し，扇状に広がりながら横走線維の深層に停止する21）。POLは
AOLよりひずみ（strain）が大きく，より弾性が低い組織である（図4）25）。

UCL：
ulnar collateral 
ligament

LCL：
lateral collateral 
ligament

AOL：
anterior oblique 
ligament

POL：
posterior oblique 
ligament

FDS：
flexor digitorum 
superficialis

FCU：
flexor carpi ulnaris

肘関節の屈曲伸展運動に伴うUCLの長さの変化は線維によって異なるが，
なかでもAOLにはその張力が変わらないアイソメトリック線維が存在する26）。
近年，AOLはさらに前部線維と後部線維に分かれるとされ（図5）27），肘関節
35°から100°までAOL前部線維の長さは一定であり，AOL後部線維とPOLは
屈曲に伴い伸張する28）。またAOLを前部・中部・後部に分け，その張力を検

表1　AOLの形態と材料特性

靱帯長
（mm）

停止部長
（mm）

幅（中間）
（mm）

幅（遠位）
（mm）

起始部面積
（mm2）

停止部面積
（mm2）

Morrey, et al 1985 27.1 4.7
Regan, et al 1991 21.1 7.6
Timmerman, et al 1994 6
Floris, et al 1998 5.8
Beckett, et al 2000 26.7
Eygendaal, et al 2002 26 5
Gurbuz, et al 2005 21.1 12.7
Dugas, et al 2007 6.8 9.2 45.5 127.8
Farrow, et al 2011 53.9 29.2
Frangiamore, et al 2018 21.5 17 66.4
Camp, et al 2018 29.7 32.3 187.6

図3　UCLの断面 図4　AOL・POLの破断強度
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・図の修正と解説文の追加

・囲み記事「Clinical Hint」へ変更
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肘内側の安定化構造
　Hoshikaらは，肘内側の安定化構造は，共
通腱膜や深層腱膜，筋内腱そして筋自体であ
り，円回内筋とFDS浅層の共通腱膜（太線）お
よびFDS浅層とFCUの共通腱膜（点線），上腕
筋筋内腱（青線），FDS・FCU深層腱膜からな
る複合体が腕尺関節に連なることで担ってい
るとしている23）。

Clinical Hint

肘内側の安定化構造
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